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リン酸セメント粉末に Sr F2 (試薬特級)を 5%(重量比)くわえ、焼結、粉砕して SrF2 リン酸セメ
ント粉末(以下 Sr-5 と略す)を作製した。このセメント粉末に SrF2 の含有量がそれぞれ 0.5、 l 、
3%になるようにリン酸セメント粉末を加えた(以下 Sr -0.5 、 Sr-1 、 Sr-3 と略すL 対照にはリ
ン酸セメントを用いた(以下 Sr -0 と略すL
硬化時間、耐圧強さ、被膜度、溶解度の測定は J1 S .T6602 (1953年)に準じた。セメント硬化体から
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のフッ素の溶出量は Zr-SPADNS 法で測定し、セメント硬化時の pH の測定はガラス電極法で、温
度変化の測定はセメント中に温度計を挿入してわこなった。
その結果、 SrF2 リン酸セメントの硬化時間は Sr-O にくらべてやや短縮し、耐圧強さは大差がな
かった。被膜度は Sr-1 、 Sr-3 を除いて JIS の範囲にあり、溶解度はすべて JIS の範囲内にあっ
たO 硬化時の pH は、硬化の初期においては、いずれのセメントも pH の上昇程度に差はなかったが、
時間の経過とともに SrF2 リン酸セメントはより中性に近づく傾向を示した。 SrF2 リン酸セメント




用いて次の実験をおこなった。象牙質のヌープ硬度の経日変化をみるために貼布前、貼布後 1 、 3 、
7 、 14、および30日目に硬度を測定した。象牙質の酸に対する耐脱灰性は、酷酸脱灰にともなう硬度
の変化および脱灰液中に溶出した Ca 量の測定により検討した。なお溶出した Ca 量は柳沢氏法で測




歯髄に対する影響は、成犬の歯牙を用いて、 3 日， 1 か月および 3 か月後、病理組織学的に検討した。
その結果、 Sr-O を貼布した象牙質の硬度は、 1 日目15.7%低下し、以後貼布前の硬度に復するこ
となく経過した。一方 Sr-5 を貼布した象牙質の硬度は、 1 日目に13.9%低下したが、以後徐々に回
復し、 30日目で貼布前より 17.3%高くなった。酷酸脱灰にともなう無処置象牙質の硬度は、脱灰30分
で、 29.0%低下したが、 Sr-O を貼布した象牙質の硬度は34.4%低下し、 Sr-5 を貼布した象牙質の
硬度は6.9%低下したにすぎなかった。脱灰 3 時間後も、 Sr -5 を貼布した象牙質の硬度の低下率が
少なかった。脱灰液中に溶出した Ca 量は、脱灰 1 時間で、無処置象牙質では26.8μg であったが、 Sr
-0 を貼布した象牙質では29.0μg で、 Sr-5 を貼布した象牙質では17.4μg であった。脱灰 5 時間後
も、 Sr -5 を貼布した象牙質の溶出 Ca 量が最も少なかった。象牙質へのフッ素の取り込みでは、Sr
-5 を貼布した象牙質は無処置象牙質より1.88μg 多く取り込まれた。
象牙質への色素の浸透は、 SrF2 リン酸セメントを充填した歯牙の寓底象牙質で阻止された。
歯髄に対する影響では、術後 3 日で、 Sr -5 は Sr-O よりも強い刺戟を与えず、術後 1 か月で、 Sr
-0 充填歯には刺戟が比較的強く残り、歯髄に肉芽化の傾向を示す症例が認められた。 Sr -5 は刺戟
が軽く、基質形成を促進する傾向があった。術後 3 か月で、 Sr-5 、 Sr -0 充填歯ともに補綴象牙
質の形成が認められたが、歯髄壊死等の重篤な変化は示さなかった。
以上の実験結果から、 Sr F2 焼結によるフッ化リン酸セメントは、従来のリン酸セメントにくらべ、
物理的化学的性質についてはほとんど差を認めず、これに接触する象牙質の耐脱灰性を向上させ、富
底における象牙細管を封鎖し、歯髄に対する影響の比較的少ないことを認めた。
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論文の審査結果の要旨
本研究は、リン酸セメントに SrF2 を焼結してフッ化リン酸セメントを作製し、このセメントの物
理的化学的性質を従来のリン酸セメントと比較するとともに、このセメントが象牙質に接触した場合、
象牙質ならびに歯髄にあたえる影響について検討したものである。
その結果、フッ化リン酸セメントは従来のリン酸セメントにくらべて、物理的化学的性質にほとん
ど差を認めず、また歯髄にあたえる影響の少ないことが確認されるとともに、一方歯質に対する臨床
的効果を示唆する知見として、このセメントに接触する象牙質の耐脱灰性を向上させるという所見を
得た。
よって本研究は価値あるものであり、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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